
   

 

 

 

 

民間団体が先に発表した調査によれば、責任ある地位に着きたくないと考えている若い女性は 8割に

ものぼるという報告が出ました。未来への展望を描けないという現実が立ちはだかっています。 

女性差別撤廃条約選択議定書の日本の未批准についてなど、要望していくだけでは遅々として進まな

い現実があります。日本の女性政策は GGI値 120位と、グローバルスタンダードから大きく外れている

現状にあって、国連や国際社会でのご経験知をお持ちの講師に、日本の今後のジェンダー政策の行方に

ついてお聞きします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催：国際人権規約完全実施促進連絡会議   問い合わせ：jokura2016@kg8.so-net.ne.jp 

国際人権規約完全実施促進連絡会議 主催  

202１年度 総会特別講演会 
 

日  時  2021年６月２１日（月）14:00～16:30 

開催方法  対面（定員40名）、オンライン（ZOOM）の併用 

会  場   衆議院第二議員会館 第２会議室 

      開場13:30  開演１４：００ 

講 師  大崎 麻子さん      
関西学院大学総合政策学部客員教授 

（特活）Gender Action Platform 理事 

 

プロフィール： 

米国コロンビア大学国際公共政策大学院修了後、国連開発計画（UNDP）に入局。ジェンダー平等

と女性のエンパワーメントを担当し、世界各地で、女性の教育、雇用・起業、政治参加、紛争復興等

のプロジェクトを手がけると同時に、UNDPのジェンダー主流化政策の立案・実施にも従事。東日本

大震災の被災地での女性支援を機に日本国内のジェンダー問題にも取り組み始め、現在は、国際機関

、省庁・自治体、民間企業、NPO、大学などで幅広く活動中。内閣府「男女共同参画会議」専門委員

「コロナ下の女性への影響と課題に関する研究会」構成員、外務省「女性、平和、安全保障に関する

行動計画」評価委員、兵庫県豊岡市ジェンダーアドバイザー等を務める。 

参加申し込み受付 ➀氏名  ➁所属  ③メールアドレス ④ ZOOM参加希望の有無 

を明記の上、6月17日（木）までに、担当：木瀬：keikopeace@sand.ocn.ne.jp 

までお申し込みください。   ※13:30より会館ロビーにて通行証を配ります。 

※資料代 500円（当日対面参加の方のみ申し受けます）                会場地図➡裏面に 

 
 

「世界が目指すジェンダー平等： 

日本の課題と展望」 
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